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央地区なりの買い物の苦労されてる方の対応と

して、ヨークベニマルさん跡の利活用も含めて

長井の大きな課題だなというふうに思ってます

ので、ぜひ今後も議論させていただきたいとい

うふうに思いますが、以上で質問を終了します。

ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 ここで昼食のため暫時休憩しま

す。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５６分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 なお、今泉春江議員から資料の配付について

申し出があり、会議規則第150条の規定により

許可いたしましたので、ご報告いたします。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 金子豊美議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位８番、議席番号３番、

金子豊美議員。 

  （３番金子豊美議員登壇） 

○３番 金子豊美議員 それでは、午後のトップ

バッターとしてこれから質問をさせていただき

ます。今回の質問は、最近私の周辺で話題にな

ったことも含めて、大きく分けて３つの項目に

ついて質問をさせていただきます。 

 最初に、観光交流の充実について質問をさせ

ていただきます。 

 初めに、ことしの６月議会において、28年度

施政方針の中から、長井創生重点施策、総合戦

略を進める重点施策２の「新しい人の流れをつ

くる取り組み、（２）魅力ある住環境の整備」

について質問をさせていただきましたが、今回

は、「（４）観光交流の充実」に関連して質問

をさせていただきます。 

 施政方針の中で、「国内旅行は、団体旅行か

ら個人や小グループでの旅行へシフトし、食や

体験、地元の人々との交流などの、魅力ある

“まち”そのものが目的になってきております。

本市は、桜・白つつじ・あやめの花観光や、な

がい黒獅子まつりなどの大きなイベントを開催

することで誘客を図ってまいりましたが、地域

経済への波及やまちなかにおけるにぎわいが課

題となっています。」と述べています。その課

題解決のために、28年度より長井市では、国に

おいて地方創生を進める中で日本型ＤＭＯであ

る観光プラットホームを組織化し、やまがた長

井観光局を設立、一年を通じた四季折々の滞在

交流型観光を企画し、これまでの隠れていた地

域資源と地域文化を体験し、市民との交流を提

供することで地域内の消費力の向上につなげて

いく。さらには、観光客や旅行会社などと地域

の産業との間を取り持つワンストップ窓口の役

割を持つ総合案内機能を新たに設置すると。ま

た、長井市観光協会、やまがた長井観光局、置

賜地域地場産業振興センターの運営については、

効率的な体制を構築し、観光と物産の連携強化

を図る。観光交流センターは、観光客を呼び込

むための交流拠点、観光交流のへそとして、ま

た、まちのにぎわいづくりや本市の情報発信の

場として期待されることから、道の駅として登

録を目指す。交流人口の増加や中心市街地の活

性化を図ることを目的に、長井駅前にオープン

した、けん玉広場Ｓｐｉｋｅを拠点としてけん

玉のＰＲを行い、誘客を図るとともに広くけん

玉に親しむ機会をつくる。国の地方創生交付金

を活用して、情報を一元的に発信する観光ポー

タルサイトのリニューアルや、スマートフォン
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などに対応したまちなか案内システムの構築及

びＷｉ－Ｆｉ環境の整備などにより、情報発信

システムの構築に取り組み、市民記者育成事業

を継続し、本市に観光客を受け入れるための体

制づくりを進める。そのほか、長井ダム水源地

域の利用やゴムボートを利用した三淵渓谷通り

抜け参拝、山岳観光の拠点として野川まなび館

の活用、本市で進めるシティプロモーション事

業として長井の魅力の発信など、現在多くの事

業が展開、検討されています。 

 話は変わりますが、あやめ祭りの期間、７月

３日、夕方の川床茶屋、何げなく振り返ると、

山寺に住んでいる知人が80代のお母さんと奥さ

んと３人で飲食をともにしていました。挨拶を

兼ねて同席させていただき、お話をいろいろお

聞きしました。なぜ、ここに来てくださったの

かと聞いてみると、お母さんが川床茶屋がテレ

ビに映ったところを見て、京都までは遠くて行

けないから長井の川床茶屋でぜひ食事をしたい

と言ったので急遽出かけてきましたとのことで

した。せっかくの機会ですので、秋の萩公園の

話もさせていただき、また秋にも来たいし、来

年も川床茶屋に来たいと話をしていただきまし

た。 

 また、おらんだラジオでは、五十川蘊安神社

の祭りイベント情報を発信していました。地域

の小さな情報でも、テレビやラジオで流される

ことは関係者にとってとてもうれしいことだと

思います。情報は、いつ、どこで得られるのか、

意外に身近にあるんだなあ、そう感じた出来事

でした。 

 長井市でも情報を発信する環境は整ってきま

した。しかし、情報を受ける方々はさまざまで

す。インターネットやスマートフォン、Ｗｉ－

Ｆｉなど便利なものも普及していますし、テレ

ビやラジオ、新聞なども情報の提供手段として

大切なものと感じております。 

 まず、１つ目の質問ですが、桜・白つつじ・

あやめの花観光や、ながい黒獅子まつりなどの

大きなイベントについては情報発信が進んでい

ると感じていますが、最近、公民館事業や文化、

スポーツなど、行事予定のＰＲが少ないと感じ

ております。新聞など、行事予定に近隣の市町

村の予定が多く感じるのは私だけでしょうか。

多くの人々の頭の中に、「長井」を印象づける

ためにも、今回のおらんだラジオでの祭りの情

報のように市民に身近な話題を、市当局が各地

区公民館や各種団体との連携を深め、細部の情

報の収集と支援をしながら、内外に情報発信す

べきだと思いますが、市長の考えをお伺いいた

します。 

 ２つ目の質問ですが、５月に開催されるなが

い黒獅子まつりは、１日だけの開催で多くの観

光客が集まる、長井市にとっては大きなイベン

トの一つになっています。先日、お盆の時期に

開催される勧進代の祭りに、東京大田区から研

修に来ていたボーイスカウトのメンバーが訪れ

ました。獅子舞や祭りを鑑賞し、地域の方々と

交流を深めたとお聞きしております。各地区の

黒獅子舞は、主に８月から９月にかけて行われ

ます。今回のように、お盆の時期も含め長井市

を訪れる人々は、目的によりさまざまな時期に

おいでになります。各獅子舞の特徴を生かした

本当の黒獅子舞の勇壮な姿、魅力をたっぷりと

味わっていただくためにも、５月のイベントは

イベントとして行い、この８月から９月までの

２カ月間を通して黒獅子舞のＰＲをし、訪れた

人々と市民との交流を深めてはどうでしょうか、

市長にお伺いいたします。 

 ３つ目の質問ですが、観光客をお迎えするた

め、市民の立場としておもてなしの心を持ちな

がら、道路沿いの花壇や橋の上、空き地などを

利用して、各団体、企業を初め、個人も含め、

市民一丸となって花のまちづくり、環境の美化

に取り組んでいます。 

 その一方で、最近、撤退した会社や橋の周辺、



 

―１０７― 

歩道沿いにごみが捨てられている状況が多く見

られます。電気製品やタイヤなどではなく、家

庭用のごみや空き缶などです。その捨てられた

ごみをカラスがあさって散らかす、その繰り返

しです。どこのどなたかわかりませんが、ごく

一部の方々の行動だと思いますが、片方で一生

懸命取り組みをしている中で、反対に長井市を

訪れた人々に悪い印象を与えるような行動は大

変遺憾に思います。人の心の問題だと思います

が、このようなごみの不法投棄対策について、

市長の考えをお伺いいたします。 

 次に、長井市教育振興計画について質問をさ

せていただきます。 

 加藤芳秀前教育長の後、平田 裕教育長が就

任され約２カ月がたちました。過日の山形新聞

「ガンバリます」のコーナーに、少々なことに

はへこたれない、たくましい自立した子供を育

てたい。教育現場に長く携わった経験を生かし、

体験に基づく豊かな人間性の形成に尽力したい

との決意を新たにする。バーチャルなものが身

の回りにあふれる現状を危惧し、人と人、人と

自然のつながりを感じることができる本当の体

験を積ませることが重要と強調する。一方、教

員の多忙化が指摘されており、児童生徒と向き

合う時間がつくれるよう、各校との連携を密に

していきたいと語る。日本酒を愛飲し、中でも

県産酒の純米吟醸がお気に入りと一部抜粋です

が掲載されていました。今後のご活躍をご期待

申し上げます。 

 さて、長井市教育振興計画は、市の第五次総

合計画の将来像「みんなで創る しあわせに暮

らせるまち 長井」を目指し、学校教育、家庭

教育、社会教育、芸能、文化、スポーツ振興を

含めた総合的な推進方向を定める教育振興計画

として、長井市では初めて平成26年３月に発刊

されました。 

 学校教育においては、「長井の心」を持ち、

たくましく生き抜く子供を育む学校教育、生涯

学習においては、生涯学習を通して人も地域も

元気なまち、生涯スポーツにおいては、市民ひ

とり一スポーツを楽しむ元気なまちをもとに

「長井の心」を育む文教のまちづくりの第２ス

テージとして、学校教育と生涯学習、生涯スポ

ーツが相互に連携し、人と人とのつながりやき

ずな、コミュニティーづくりを通して、生涯に

わたって社会を支え、幸せを実感できる子供た

ち、社会人を育てていくために、「いのちを育

み『長井の心』を未来につなぐまち」を教育目

標として取り組みがされております。 

 まず１つ目の質問ですが、教育振興計画の今

後の取り組みについて、教育長の所信をお伺い

いたします。 

 ２つ目は、平成30年度より予定されている地

区公民館のコミュニティセンター化について質

問をさせていただきます。 

 これまでの生涯学習、社会教育、文化・スポ

ーツ活動や青少年の健全育成などを中心とした

公民館活動に、地域づくりや防災施設を兼ねた

地域の拠点としてのコミュニティセンター化に

向け、主事の増員、地域づくり計画の作成等が

行われ着々と準備が進められています。 

 昨年６月議会、加藤前教育長は、私の質問に

対して、「この指定管理者３期目の中で、地区

公民館がコミュニティセンターという名前に変

わったとしても、それまで培ってきた社会教育

の手法なり、人づくりの基盤という部分は揺る

がないものだろうというふうに認識しておりま

す。そして、そういったものをむしろ生かして、

長井らしいコミュニティセンターになるべきだ

ろうというふうに私も思っております」とご答

弁をいただきました。 

 最近の傾向として、他の市町村でも公民館の

コミュニティセンター化が進められているとこ

ろも多くあります。逆に、コミュニティセンタ

ーから公民館に戻したところもあります。学校

教育現場はもちろんのこと、教育事務所長や県
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の教育庁に勤められた経験から、公民館のコミ

ュニティセンター化についてどのように感じて

おられるのか、教育長にお伺いいたします。 

 ３つ目の質問ですが、文化財の保存、伝承体

制の構築について質問をさせていただきます。 

 長井市には現在、県または市が指定する文化

財や国の登録有形文化財が多くあります。所有

者や文化財保護協会、伊佐沢桜会、草岡の大明

神ザクラ保存会などと協力し、連携を図りなが

ら保護、保存に努力されています。しかしなが

ら、今一番心配されているのが伝承体制です。 

 昨年の６月の一般質問で、加藤前教育長に伝

承活動について質問をさせていただきました。

答弁の中から一部抜粋ですが、「伝承事業は常

に大事なものであるということと、遅くならな

いうちに取り組みをというご指導、ご提言をい

ただいたわけですが、そのとおりだと思ってい

ます。ただ、伝承に当たっては、金銭的な問題

よりも、むしろ担い手の問題のほうが課題かな

というふうに捉えております。引き続き各小学

校での長井の心推進事業による取り組みを支援

してまいりたいというふうに考えておりま

す。」中略。「なお、今後の地区計画づくりを

取り組むわけでありますが、その検討の中にお

いて地区の誇りでもある地域づくりの素材の一

つとして、その重要性を地区民の皆さんご自身

が自分たちの財産というんですか、宝物として

あるのだということを確認いただいて、伝承の

方策を検討していただくということも大事なこ

とだと思っておりますので、その必要な、そこ

に向けた支援についても考えていきたいという

ふうに考えております。」とご答弁をいただき

ました。 

 長井の心推進事業については、各学校や公民

館事業での獅子舞や獅子踊りなど、取り組みを

していることは承知しているところであります。

小学校、中学校まではどうにか伝承活動に触れ

る機会がありますが、問題はその後だと思いま

す。民俗芸能や伝統産業を伝承することは、伝

承者も含めた人材の育成が一番大切だと考えら

れます。少子高齢社会を迎え、人口の減少と若

者の地域離れが進む中、行政と地域住民、各種

団体が連携を深め、伝統的な文化の保護、保存

に努めることが求められている気がします。教

育長の考えをお伺いいたします。 

 最後ですが、災害が近づいた時の対応につい

て質問をさせていただきます。 

 ８月30日、台風10号が東北地方を襲ったとき

の対応の一部として、児童センターや小学校の

退校について当日保護者に連絡がありました。

午前中に連絡をいただいたと保護者からお聞き

したところであります。保護者の仕事の都合も

ある中、他市町村では、前日に台風のことを想

定し対応した市町村もあったとお聞きしていま

すが、長井市の対応について、連絡の時期、保

護者への説明、対応は十分だったのか、市長は

どのようにお考えか、お伺いいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わらせていただき

ます。ご清聴ありがとうございました。（拍

手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子豊美議員から３項目のご提

言をいただきまして、私のほうからは２項目、

４点についてお答えを申し上げたいというふう

に思います。 

 まず最初に、観光交流の充実についてでござ

いますけれども、議員からは、イベント情報は

大きなものだけでなくて身近な話題も提供すべ

きではないかと、そして多くの人々の記憶の中

に長井を印象づける、そんな取り組みが重要で

はないかというご提言でございます。これは金

子議員おっしゃるとおり、大きなイベント情報

はもちろんでございますけれども、市民に密着

した情報をさまざまな角度から提供していくこ

とはとても重要なことだと思っております。し

たがいまして、「広報ながい」はもちろんでご
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ざいますが、市のホームページ、これながいチ

ャンネルとか、あとフェイスブックもございま

すし、それからおらんだラジオを初め、山形の

キー局であるＹＢＣのラジオであったり、ある

いは各テレビ、また新聞等々で取り上げてもら

うことは大変効果があるものというふうに思っ

ております。 

 金子議員はご承知だと思いますけれども、例

えば地区公民館を一例に挙げますと、伊佐沢地

区公民館ではフェイスブックでの独自の情報発

信、またそのほか５つの館があるわけですけど

も、それぞれホームページを開設して情報発信

をしておられるようでございます。しかしなが

ら、そうした情報が市民に行き届いているかと

いうと、これはなかなかそうそう徹底してない

という実態があると思ってます。 

 私どものほうでも市報は２回発行しておりま

すし、それ以外にもまちづくりのテーマごとに

タブロイド版の「あやめＲｅｐｏ」をしており

ますが、恐らくそれをごらんいただいてる方は

成人の市民の皆さんの多分２割から３割ぐらい

じゃないかということからホームページで、ホ

ームページも見てる人限られてるってことから

フェイスブック、フェイスブックもなかなか見

ていらっしゃらないんじゃないかということで

ながいチャンネル、これ動画でですね、そんな

ことしてますが、それでも多分５割ごらんにな

ってないと。ですから、いかに今、情報があふ

れてて、人それぞれ情報源というのはさまざま

なんだなという実態がございますので、既存の

テレビ、新聞、やっぱりラジオ等々というのは、

どちらかというと年配の方が多いのかなと、若

い人たちは携帯からいろんな情報を、パソコン

からということがあるかと思っております。 

 各地区公民館で集約している情報につきまし

ては、現在ご承知のとおり、定例的に文化生涯

学習課で事務局になって各地区公民館の主事会

を開催しておりますので、情報共有だけではな

くて、今後そうした情報伝達の仕方などについ

ても協議していきたいというふうに考えており

ます。 

 続きまして、２点目のながい黒獅子まつりだ

けでなく、各例祭での獅子舞をＰＲし、交流を

深めるべきではということでございます。これ

もごもっともでございまして、昨年国の先行型

交付金を地方創生のですね、活用させていただ

きまして、やまがた長井観光局の準備として観

光ポータルサイトの全面改定を行いました。黒

獅子まつりの紹介とともに、市内の36社の神社、

これの例大祭というか例祭日、あるいは各神社

の特徴などを紹介、由来などを紹介しておりま

す。また、観光協会で制作しております黒獅子

まつりのカレンダーでも、同様の例祭日を掲載

しているところです。 

 黒獅子が一堂に会するながい黒獅子まつりに

は、春から秋まで行われる各神社の例大祭に実

際に来ていただくために、長井に人を呼び込む

ための総合案内の役割があると思っております。

そのために黒獅子まつり当日のパンフレットに

は、各神社の例大祭の日にちを掲載しておりま

す。しかし、やはりまだまだ黒獅子まつりは、

市外、県外の方っていうのは恐らく１割から２

割ぐらいで、ほとんどが地元のお客様なのかな

というふうに思っておりまして、今後、外から

多くの皆様にお越しいただくように、やはり先

ほど申し上げましたようないろんなイベント等

の告知、お祭りの告知をいろんなツールを使っ

て徹底していきたいというふうに思います。 

 議員ご指摘のとおり、黒獅子の勇壮な舞を鑑

賞して、地域の方々との交流を深めて、長井の

魅力を味わってもらうことで長井市が目指す交

流人口の増加につながっていきますので、今後

とも効果的なＰＲについて観光局あるいは観光

協会と連携しながら、５月、８月、９月の誘客

の大きな地域資源として検討してまいるつもり

でございます。 
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 続きまして、１項目めの３点目、おもてなし

の心と環境美化活動に反するごみの不法投棄の

対策はということで、これは視点的には２つの

視点がございます。 

 まず１つは、市民課が担当しております、い

わゆる環境美化活動といいますか、それらのこ

とと、あとは商工観光課等々でいろいろ対応し

ております、お祭りのためのさまざまな美化活

動等々でございます。おもてなしということで

ございますので、現在も市内のいろんな団体で、

あるいは企業で、白つつじまつりのとき、ある

いは黒獅子まつりの後、あやめ公園の準備のた

めに、あるいは水まつりのとき、草むしりから、

あるいはごみ拾いなど、さまざまな活動をして

いただいておりますし、あと、地域でも河川の

清掃などを中心にいろんな活動をしていただい

ております。もう改めて紹介するまでもなく、

恐らく市内の本当にいろんな団体で取り組んで

いただいていると思います。 

 そういった中にも、ついこの間、五十川で家

庭ごみを投げていく、定期的に投げていく人が

いるんだそうですね。それを地区の住民の方が

車のナンバーを覚えていて、それで市民課を通

じて警察のほうにお願いして、その方に注意を

していただいたという例などもございますけれ

ども、やはり子供たちは、小学校なんかでも環

境とポイ捨て禁止などの美化運動っていいます

かね、そういったことについて実体験といいま

すか、学校等々でも教えておりますし、そうい

ったことで子供たちはしないんですが、やっぱ

り若い人たちの一部と、割とご高齢の方も平気

でする方がいらっしゃいます。 

 今後、私どものほうでも、例えば農業委員会

などでは不法投棄のパトロール、また衛生組合

さんのほうでもパトロールなどを定期的にして

いただいておりますが、やっぱり最近、私がす

ごいなと思ったのは、多分金子議員も聞いたこ

とあるかもしれませんが、グリーンバードって

いうＮＰＯ法人が、実は原宿表参道からスター

トした、若者がつくったグリーンバードってい

うＮＰＯ団体があるんですね。それはごみを捨

ててまちを汚すことは格好悪いことだと、たば

ことかごみのポイ捨てをしないっていう人は、

すなわりグリーンバードの会員だという考え方

で、これが実は仙台にもできてるんですね。こ

の間、私も、夜のニュースだったのでどこのニ

ュースかちょっと忘れたんですが、夜の10時と

か11時だからニュースステーションとかニュー

ス23あたりだったと思うんですが、パリとかな

んかでは、そういう日本人がまちを美化するよ

うなそういう活動をやってると。それはボラン

ティアというよりも、まちをきれいにすること

が自分たちは非常に気持ちがいいと。それを賛

同する人たちでやっていきましょうというよう

な活動のようです。 

 やっぱり私どものほうでも、スポーツＧＯＭ

Ｉ拾いとかですね。若いっていうか、提唱して

ここ二、三年続けてやったりとか、そういう活

動をされてる方もふえておりますので、やはり

私ども市民がみずから、ごみを捨てるのは格好

悪いことだし、やってはいけないことだという

ことを一人一人が認識し、またそういう活動を、

汚れている場合は定期的にみずから行うという

人たち、団体がどんどんふえていく、それがき

れいなところにはなかなかごみ捨てられないん

ですね。そういうことで行政側のいろんな活動

とともに、地区の皆様のご協力と市民、団体の

皆様のそういった理解を求めながら、そういっ

た啓蒙をより深めてまいりたいというふうに思

います。 

 それでは、私のほうの最後でございますけれ

ども、３項目めの災害が近づいたときの対応に

ついてということで、議員のほうからは、緊急

時の保護者への連絡、対応は十分だったのかと

いうご質問、ご提言でございます。 

 私ども、今回の台風10号の対応については、
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たまたまその週、30日は水曜日だったと思うん

ですが、28日が課長・主幹会議っていう管理職

の、朝一番に集まっての情報交換、情報共有の

日だったもんですから、その際にも25年、26年

の集中豪雨の我々のいろんな経験を生かして、

事前にしっかりと準備するようにということで

私のほうからも呼びかけたところでございまし

たし、そういう総務課初め、危機管理のほうの

担当の主幹からも、そういった注意喚起あるい

は対応についてみんなで話し合ったところでご

ざいました。29日、前日も集まりまして、担当

課の参事、課長、そして我々、特別職集まって

対応策を協議したところでございました。 

 ただ、金子議員ご指摘の学校の対応、あとは

学童クラブの対応については、やはりそれぞれ

いろんな考え方があって、一番手っ取り早いの

は休校にすることなんですね。ですから、置賜

の市町村の中でも、半分ぐらいが前日にもう休

校を決めていたと。私もそれが一番いいのかな

というふうに思っておりました。ただ、じゃあ、

学校教育課長のほうから聞いたら、休校したら

その分は、要は授業はないということなんです

ね。そのかわりっていうのは今、できないんだ

そうです、もうびっちり日程組んでるもんです

から。ですから、そこの部分のいわゆる授業が

子供たちにとっては残念ながらできないという

ことで、決してやっぱりやりたくないことだと

いうことから、だんだん情報がわかってきた段

階でどうやら危ないということだったもんです

が、何とか授業は午前中できるんじゃないかと

いうような教育委員会としての判断だったよう

でございまして、前日から午前中授業、給食ま

でというふうになるかもしれないというような

情報は、各学校を通じて前日の夜までに保護者

のほうに連絡網で連絡を徹底してたということ

でございました。 

 あと、一方で、学童クラブっていうのがあり

まして、私ども、特に副市長とも、まずは学童

クラブってのは、学校午前中で終わったら、あ

と学童クラブを使えないからうちに帰れってい

うのはこれも大変だぞと、そういうときの学童

クラブは通常どおりやればいいんだというよう

なことを言ったんですが、申し合わせでは学校

が休みのときは学童クラブも休みだということ

で、ちょっとここの横の連携が少しちょっとミ

スマッチもあったんですが、ただ、結果として

個別のお子さんのほうに、どうしてもやっぱり

うちに帰れないっていうのが各小学校を通じて

把握して、３名のお子さんはちゃんと最後まで

預かったと、時間どおり預かったということが

ございましたけども、ここのところが平成25年

と26年の集中豪雨は、夜間の増水で避難勧告と

かだったもんですから、学校のところまではい

かなかったですね。ただ、学校のほうをあけて

もらって避難所にしたっていうのは、致芳小学

校と伊佐沢小学校あったので、ちょっと学校が

かかわったんですが、残念ながら休校とか、そ

ういったところがちょっと今回初めての経験で、

今後はやはりもう少し連携を密にして、ただし、

できるだけ子供たちの学習の場を少しでも確保

できるような、そんな工夫もしながら対応をし

ていきたいというふうに思っております。 

 このたびの対応については、一部反省しなき

ゃいけない点もありましたので、この場をおか

りしておわびを申し上げたいというふうに思い

ます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 私のほうには、長井市の教育

振興計画の推進にかかわって、今後の取り組み

について教育長の所信はどうだということでの

ご質問でございます。 

 金子議員ご指摘のとおり、長井市の教育振興

計画は、「いのちを育み『長井の心』を未来に

つなぐまち」これを目標といたしまして、長井

市第五次総合計画との密接な関連を図りながら
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策定されたものでございます。平成26年度から

おおむね10年間の長井市の教育の方針を示すと

ともに、おおむね５年間に重点的に取り組む施

策を示したもので、本年度で３年目を迎えてご

ざいます。所信ということでございますが、そ

れぞれの分野ごとのこれまでの取り組み等につ

きまして少しだけ触れさせていただきながら、

今後の取り組みの方向性をあわせて述べさせて

いただきたいというふうに思います。 

 まず、学校教育についてでございますが、一

人一人を大切にした授業の推進、あるいは豊か

な心を育む読書活動の推進など、生きて働く確

かな学力の育成に向けた取り組みが着実に進め

られているというふうに認識してございます。

それから、ＰＴＡと連携したアウトメディアの

取り組み、あるいは生活リズムの改善等の取り

組み、これが小・中学校それぞれの発達段階に

合わせた形で着実に進められているなというふ

うに感じております。 

 今後につきましては、一層確かな学力、とり

わけ今言われておりますが、アクティブ・ラー

ニングであるとか、それから山形県では探求型

学習、ほぼ同じ内容を示しているようでござい

ますけれども、とにかく子供たちが自分から主

体的に取り組めるような学び、そういう指導法

を工夫しながら、子供たちの知的な好奇心を満

足させるような授業。それから、よく言われて

います活用力、知識を活用しながら物事を解決

していく、そういう活用力を高めていけるよう

な授業づくりを全ての小・中学校でさらに進め

ていく必要があるというふうに考えております。 

 それから、また国際社会に対応できる能力、

これを育てていくために英語教育の一層の充実

を目指した取り組みも重要であるというふうに

考えてございます。６人の英語指導助手、ＡＬ

Ｔと呼んでいるわけですが、６人配置してござ

いますが、これを各学校に配置し、日常的な触

れ合い、それから英語に対する興味関心を高め

ながら英語力の育成を図ってまいりたいという

ふうにも考えてございます。 

 また、こういう学習指導や体力向上の取り組

みだけではなく、子供の抱える悩み、それから

困り感、こういうものに寄り添いながら、先ほ

どご紹介いただきましたけども、自立し、たく

ましく自分の未来を切り開いていけるように、

一人一人を大切にした生徒指導にもこれまで以

上に努め、いじめ等で苦しむ子供のない学校づ

くりを進めていくことが必要だと考えておりま

す。 

 加えまして、地域とともにある学校づくりを

これまでも進めてまいりましたが、さらに一層

強力に推進していくために、コミュニティスク

ールの導入を進めてまいりたいというふうに考

えてございます。 

 次に、文化生涯学習の推進についてでござい

ますが、生涯学習を通して人も地域も元気なま

ちを目標として施策を展開してまいりました。

特に家庭教育支援につきましては、家庭教育講

演会の実施とともに、希望する保護者に子育て

に関する悩みを相談する機会を設けるなど、充

実を図ってまいったというふうに捉えておりま

す。 

 また、地域と学校の連携ということで、学校

支援地域本部、これの設置や放課後の子供たち

の安全で健やかな居場所づくりを目指して、土

曜ランドや放課後子ども教室の充実にも努めて

きているというふうに認識しております。 

 また、芸術文化活動の充実の面でも、長井市

で行う各芸術文化事業につきまして、連携して

広報活動を行ったりするなどの施策が地域の活

性化につながっているものというふうに感じて

おります。 

 さらに、平成30年度に刊行を予定しておりま

す「新長井市史」の編さんにつきましても、市

民の方から古文書の寄贈や調査依頼等を受けま

して、新たな市史資料の発見などもあり、編さ
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ん作業が順調に進んでいるというふうに認識し

ているところでございます。 

 今後は、幼児期からの人間形成のための施策、

例えば幼児への読み聞かせ活動を支援する施策

の充実などに一層力を入れまして、昔話と読書

で豊かな心、これを育ててまいりたいというふ

うに考えております。 

 生涯スポーツの推進につきましては、市民ひ

とり一スポーツを楽しむ元気なまち、このこと

を目標としましてスポーツ人口の拡大、それか

ら競技力の向上、健康の増進を図ることに取り

組んできているというふうに捉えております。

総合型地域スポーツクラブの会員も少しずつふ

え、さまざまな教室を開催することでスポーツ

を始めるきっかけづくりや、スポーツに親しむ

ことのできる環境が整いつつあるというふうに

認識してございます。 

 さらに、生涯学習プラザ運動公園の整備が進

みまして、特に陸上競技の競技力向上につなが

る環境が整ってまいりました。今後は青少年の

健全育成、高齢者の生きがいづくり、またスポ

ーツを通して住民が交流を深め、地域の一体感

や活力の醸成、地域づくりの推進のため、市民

一人１スポーツの一層の推進を図りますととも

に、子供から高齢者まで気軽にスポーツに親し

めるよう、施設を含め、環境の充実向上に努め

てまいりたいというふうに考えているところで

ございます。 

 以上、学校教育、生涯学習、生涯スポーツの

３つの分野における振興計画の進捗状況及び今

後の方向性等につきまして所感を述べさせてい

ただきましたが、全体としまして長井市教育振

興計画は順調に進められているものと理解して

ございます。今後もこの長井市教育振興計画を

ベースとしながらも、さらに時代の変化を捉え

た新しい要素を盛り込みつつ、力強く施策を展

開してまいりたいというふうに考えてございま

す。 

 続きまして、２つ目のご質問でございますが、

地区公民館のコミュニティセンター化について

どのように感じているかというご質問でござい

ます。 

 長井市におきましては、議員ご承知のとおり、

昭和63年度から各地区公民館の運営につきまし

て、地域の住民の皆さんで組織する地区公民館

運営協議会にお願いをしまして、行政主導型か

ら住民主導型に転換を図ってきたところでござ

います。いわゆる長井方式と呼ばれたシステム

でございます。これは議員が一番よくご存じか

なというふうに思います。 

 コミュニティセンター化を行った他の自治体

の状況を拝見いたしますと、行政主導型で進め

てきた市町村におかれましては、いわゆるコミ

セン化が思うように進まなかったということの

ようでございます。長井市におきましては、既

に昭和63年度からですから、約30年間の長きに

わたりまして住民主導型での公民館運営を行っ

てきた経緯がございます。したがいまして、こ

れまで各地区において培われてこられた手法を

継続しながら、長井方式が生かされた形でのコ

ミュニティセンターが構築されるものというふ

うに考えているところでございます。 

 各地区においては、社会教育や生涯学習とい

った社会教育法上での公民館の範疇を超えまし

て、福祉や防災、防犯等を含みます多種多様な

問題や課題の解決、そして小さな拠点としての

まちづくりの観点から、地域を牽引する拠点と

してコミュニティセンター化を進めていくべき

ものというふうに考えているところでございま

す。 

 ３点目の文化財の保存、伝承体制の構築につ

いてというご質問にお答えさせていただきます。 

 議員ご存じのとおり、各小学校におきまして

は、長井の心推進事業としまして民俗芸能や文

化の伝承活動等を行っておりまして、まずこの

事業につきましては、今後も継続していかなく
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てはならないものというふうに考えてございま

す。きのうもご質問いただいたとおりでござい

ます。 

 また、各地区公民館で実施しております伝統

芸能伝承活動事業につきましても、各地区の特

色ある文化や伝統の伝承ということで、重要な

ものであるというふうに考えてございます。議

員ご指摘のとおり、伝統芸能や文化の伝承につ

きましては、全国的に見ましても多くの地域で、

いわゆる担い手となる人や組織が減少するとい

う課題を抱えているものというふうに理解して

ございます。当市におきましても決して例外で

はないわけです。そして、今だからこそ新たな

担い手、あるいは継承方法を真剣に模索しなけ

ればいけないものだというふうに思っておりま

す。そのためには、地域社会の大きな支援も不

可欠なものというふうに考えます。それぞれの

地域におきまして、長年にわたって守り続けて

きたという郷土愛、誇りというものを世代を超

えて共有していく必要があるというふうに考え

ております。 

 教育委員会といたしましては、そうした芸能

や文化の伝承には、保存会等の組織化や、一人

でも多くの方々がかかわる、参加するといった

コミュニケーションづくりなどをサポートでき

るような施策が必要だというふうに考えてござ

いますので、金子議員におかれましても何とぞ

お力添えを賜りますよう、お願いいたしたく存

じ申し上げます。 

 なかなかここの部分は本当に難しいところだ

というふうに思いますが、ぜひお知恵、お力を

おかりして考えてまいりたいというふうに申し

上げまして、私からの答弁とさせていただきま

す。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 それでは、関連の質問を

二、三させていただきたいと思います。 

 初めに、市長のほうにお伺いしたいと思いま

す。 

 最初の１の（３）のおもてなしの心と環境美

化に反する部分のことでありますけども、これ

は昔からっていうかな、古くからずっと課題だ

ったわけです。何ていうか人の気持ち次第でき

れいにもなるし、逆に汚くもされるという。そ

ういう心の問題を解決するには、やはり長い期

間を見ながら、継続して我慢しながら取り組み

していくということが大事ではないかなという

ふうに私、思うんですが、そういった中で、先

ほどの１番とも関係あるわけですけども、ラジ

オなんかで日本トラック協会とかそういった部

分で、ラジオを利用してこういうごみを捨てな

いようにというＰＲ活動を定期的に流してると

いうふうな部分あるんですが、やはりおらんだ

ラジオとか、そういったものを利用しながら、

あと当然ホームページとかいろんな細かい部分

を利用しながら、そういった不法投棄に対する

呼びかけを強化するべきではないかな、小まめ

に提供していくべきではないかなというふうに

思いますが、いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子議員おっしゃるように、や

っぱりこういったことはいろんな場でみんなで

声がけをするということが重要だと思いますの

で、特におらんだラジオのほうにつきましては、

私どもの身近な防災ＦＭでございますので定期

的に、ただ言葉だけじゃなくて、やっぱり何か

キャッチフレーズみたいのをぱあって流したほ

うがいいかもしれませんね。先ほど言いました

グリーンバードっていうのは、「きれいな街は、

は人の心もきれいにする」という考え方で、若

い人たちがやってるんだそうですね。ですから、

ごみを捨てることとか、不法投棄で投げるなん

ていうことは本当に人として恥じるべきことだ

し、自分のまちを自分も含めて愚弄する行為だ

よっていうことをみんなで、何でしょうね、声

がけできるような、そんなことなども踏まえて、
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ぜひ担当課等々と検討しながらいろいろ検討し

てまいるようにしたいと思います。ありがとう

ございます。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 ぜひ、短時間でできるこ

とではないわけですので、よろしくお願いした

いというふうに思ってます。 

 もう一点ですが、最後の、災害が近づいたと

きの対応ですが、やはり子供たちの勉強、学習

の場とその避難の場っていうか、考えるとすご

く判断が難しいというふうに私も思ってるんで

す。ただ、小学校、児童センターにしてもです

けども、致芳の場合だと一時避難所にも公民館

はなってるわけですし、児童センターも含めて

ですが、そういった部分で、やはり危なくなっ

たときにうちのほうに避難することがいいのか、

それとも先ほど３軒ぐらい、後でお母さんが迎

えにきたとか、そういうふうにそこでおとなし

くしてるなら、そういったことも含めてそもそ

もの判断が難しいなと私も今、改めて感じたと

ころでした。ぜひこれからももっと勉強させて

いただきたいなというふうに思ったところです。 

 もう一点ですが、例えばですけども、災害っ

ていうと地震が一番っていうふうに今まで考え

ておったんですが、最近の傾向からいうと水害

がメーンみたいになってきてる中で、避難所で

学校とか公民館、そういった部分はあると思う

んですが、例えば市営アパートの４階建てとか、

そういった建物も一時避難所というかそういっ

たことで、例えば水害の場合ですけども、活用

できるんではないかなというふうに思うんです

が、その辺、市長、どのようにお考えか、お聞

きしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私どもの場合の水害っていうの

は、これは100％ないわけじゃないんですが、

最上川の堤防が決壊するというのは、これはゼ

ロ％ではないんですけども、通常は津波のよう

な、あるいは土石流のような危険性のある場所

っていうのは限られております。そういった意

味では、きのうの避難所の件でもあったんです

けども、学習プラザの運動公園っていうのは一

番の避難する最後のとりでだろうと思ってます。 

 あと、私ども市役所のところは、やっぱり新

築をせざるを得ないっていうことは、場所もど

っか変えなきゃいけないっていうふうに判断し

たのは、ここが堤防決壊したらもちろんですけ

ども、やっぱり50センチか１メートルぐらい浸

水する場所だと、これは本当にないと思います、

よっぽどのことない限り。この間の25年、26年

っていうのは、50年に１度の集中豪雨じゃない、

100年に１度です。ただ、100年に１度のやつが

２年続くっていうのはどういうことなんだとい

うことなんですけども、そういうふうな気象に

なってしまったということですよね。 

 したがいまして、我々は、台風っていうのは

直接東北に上陸するなんていうのは考えられな

かったんですけども、観測史上初めて東北に上

陸したということで、岩手が大変な、あるいは

北海道が大変な被害だったんですけども、そう

いったことも含めて、もう一回全般的なハザー

ドマップも国のほうから示されますし、その際

に今の状況でいいのかというところを再度検討

しなきゃいけないと思います。 

 ただ、議員からご指摘、ご提言あった市営ア

パートについては、これ人も住んでるわけでご

ざいまして、ですから、そこは一時避難という

のはなかなか難しいんじゃないかなと。やはり

どうしても、例えば長井小学校の体育館は、周

りは水かもしれませんけど、とりあえずは安全

なわけですよね。ですから、水が引けば、そこ

まで避難できると。ただ、市営アパートの場合

は人が住んでる住まいなわけですから、なかな

か避難所としては難しいんじゃないかなと。 

 そんなことも踏まえながら、今後いろいろ大

胆な見直しをしなきゃいけない、そんな時期に
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も来てると思います。以上です。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 めったにないことだと思

うんですが、100年に２回あったということは、

平均すると50年に１回来るというふうな話にな

るかと思いますけども、ぜひいろいろな場面を

想定してご検討いただければというふうに思っ

ております。 

 最後の質問になりますけども、教育長にお伺

いしたいと思います。 

 ６月の29日に文化財調査会という会議があり

まして、その中で、ホームページのほうから会

議録があったもんですからちょっと写してきた

んですが、その中で今、各小学校のほうに昔の

農機具とかいろんな文化財的なものをっていう

かね、作業で使ったもの、そういったものが残

されてる学校あるんですが、そういったものを

保存するような場所がないというふうなことを

何人かの委員が話しておられるんです。置き場

所ないときは映像化して保存したらいいのでな

いかって言ってる委員の方もおられるわけです

が、やはりそういった昔からのものについては、

あるうちは、子供らが実際さわってみたり、い

ろんなことしながらやっぱり体験してみる、触

れ合う、そういう経験も生かすべきでないかな

というふうに私は思ってるんです。 

 そういった中で、保存する場所がない中にも、

例えばですけども、委員の１人がおっしゃって

るわけですが、長井小学校の第一校舎、これか

らいろんなものを検討される中で、その中の２

つ、３つの部屋をお借りして、そういった部分

に展示をするとか、そういった部分を検討され

るんではないかなとおっしゃってる方もおられ

るわけですけども、そういった部分について教

育長はどのようにお考えか、お聞きします。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 文化財調査会の中でのお話と

いうことでございましたが、私が学校現場にい

たときも、実はその問題というのは結構話題に

なりました。 

 特に大規模改修で、中にある、もともとその

地区で使っていた、いわゆる稲作に使ったもの

であるとか、それから養蚕で使ったものである

とか、さまざまなものが昔の人の暮らし、ある

いは生活を本当にリアルにとどめるものとして、

大変各学校ではそれを宝物として大事に資料室

でとってたわけです。それを活用して、昔の

人々の暮らしっていう中身が社会科の中身にも

ありますので、その時間なんか利用して子供た

ちを実際におっしゃったとおり、私もバーチャ

ルなものよりもそういうリアルな、本当に物に

さわって、あるいはその質感を確かめながら体

験的にわかるっていうのが本当のわかりだって

いうふうに私も思ってございますので、そうい

う学習っていうのは本当にさせていきたいとい

うふうに思っています。 

 保管場所について各学校で悩みを持っている

ということについては、確かにそのとおりであ

りますが、現在、まずあるものにつきましては

大事にそれを使っていっていただきたい。そし

て、それ以外のもので、今の長井小学校の第一

校舎の活用の仕方として一つご提言をいただい

たわけですが、その辺は、そのご意見も大変い

いご意見だというふうに思いますので、ぜひ第

一校舎の活用、今後市長部局と、それから教育

委員会のほうでも考えさせていただくわけです

けれども、参考にしてまいりたいというふうに

思います。 

 ぜひそういう昔を体験できる道具、直接触れ

られる道具については極力残していきたいとい

うふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 どうもありがとうござい

ました。新しい教育長にはこれからいろいろ頑

張ってもらわなければならないことがたくさん

あるかと思いますので、ご期待申し上げますの
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で、これからまたよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 以上で質問終わります。ありがとうございま

した。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位９番、議席番号８番、

今泉春江議員。 

（８番今泉春江議員登壇） 

○８番 今泉春江議員 日本共産党の今泉春江で

ございます。 

 内谷市長に３つの質問と、一部学校教育につ

いて教育長に質問をいたします。 

 まず第１は、長井市平和都市宣言事業につい

てです。 

 市は1994年に平和都市宣言を行いました。宣

言は核廃絶と戦争のない平和な世界が実現する

よう強く訴え、長井市は未来に向かって平和な

社会を築いていくことを誓うとしています。ま

た、1970年制定の長井市民憲章は「平和な美し

いまちを築く」とし、憲章を私たち一人一人が

責任と努力によって実践し、具現しなければな

りませんとしています。 

 重要なことは、宣言も憲章も目指す目標を明

らかにしただけではなく、それに向けた実践を

誓い、義務づけていることであります。私は長

井市が、この平和な社会、平和なまちを築くた

めに、宣言と憲章を生かす実践に今こそ真剣に

取り組むべきことを強調したいと思います。 

 なぜかと言いますと、安倍政権のもとでその

平和が危険にさらされているからであります。

憲法も、これまでのどの政権もできないとして

きた集団的自衛権の行使をできるとし、安保法、

戦争法を強行し、その実践に踏み出そうとして

いるからです。当面、戦争法の発動で、内戦が

激化している南スーダンに派遣される自衛隊が、

宿営地の共同防護や他国の軍隊などが攻撃され

たとき、これを警護するため戦闘行為に踏み込

む危険が高まっています。こうなれば自衛隊が

殺し殺され、日本本土も報復攻撃の対象になる

だけでなく、国民は莫大な軍事費を負担させら

れ、命も暮らしも人権も犠牲にさらされること

が予測されます。 

 では、この犠牲から長井市民だけが除外され

るでしょうか。そんなことは絶対ありません。

長井市民自身に降りかかる危険だということを

しっかりと認識すべきことを強調したいと思い

ます。 

 紛争は戦争では解決しません。破壊をもたら

すだけです。粘り強い話し合いと外交努力で解

決すべきであり、これしか道はありません。こ

れが憲法の精神です。しかも安倍首相は、衆参

両院で改憲勢力が３分の２の議席を占めたこと

で、いよいよ自民党改憲案をベースに憲法その

ものを変えようと、参院選直後から動きを強め

ています。 

 しかし、各種の世論調査を見ても改憲世論は

少数です。今度の参院選でも、戦争法廃止と立

憲主義の回復を掲げた舟山康江さんが圧勝しま

した。東北６県では、秋田を除く１人区で野党

４党と市民の統一候補が自民党候補を打ち破っ

ています。そして、この選挙で山形県でも、長

井市でも大きな役割を果たしたのは、戦争やん

だ！の市民の会でした。今重要なことは、こう

した市民の戦争やんだの声、平和の世論を大き

くしていくことだと思います。 

 そこで私は、市が平和都市宣言を生かす事業

にもっと力を注ぐことを求めたいと思います。

調べてみますと、山形県の全ての市町村が平和

宣言をしています。その取り組みは厚生労働省

通達に基づくもので、原爆投下や終戦記念日の

８月15日に市役所に半旗を上げ、役所で黙祷を

するなどが共通ですが、山形市のように、毎年


